






 

目的 

 我々は既に,nemaline myopathy 患者,及び neostigmine 投与 rat,また

tenotomy後の rat骨格筋の運動終板が,多数のrodsを伴うmyofibri1の増生に

より,sarcoplasmic mass 状にもり上っている所見を認め,rod formation と

endplate の関連を強調した. 

 今回,同様の方法を用いて,sarcoplasmic mass が,どの程度 endplate の局在

と対応するかを調べる目的で,組織化学的検討を行った. 


